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	中谷理事から、大学院工学研究院附属インテリジェント飛行センターの設置について、資料に基づき説明があり、審議の結果、承認された。
	主な意見は以下のとおり。
	◎　ドローンを使用するに当たって、騒音の問題や倫理の問題は避けて通れない。センターのメンバーの中にそういったことを考える人はいるのか。文系の先生も参加して、経済学、あるいは倫理学といった観点でこういった問題について考えた方がよいと思う。
	◎　この間の台風１５号の災害被害を見ていて、いつかテレビの中で千葉大学のドローンが現地で飛んで被害状況を詳細に把握して対応しているというニュースが流れるのではないかと期待していた。気象予測が進んで細かい区域ごとに予報が出せるようになってきているので、今回のドローンの先進的な研究にあたっては、防災とか、そういった観点からの部分をぜひ視野に入れてほしいと感じた。
	○　本学にはもう一つ環境リモートセンシング研究センターがあり、そちらは無人飛行機、ドローンを含めて、衛星から災害時の被害を予測する研究が行われている。局所の気象の予測も行っているので、そこと連携するということも考えている。大変重要なご意見をいただいた。是非考えていきたいと思う。
	中谷理事から、学内組織の設置に伴う国立大学法人千葉大学の組織に関する規則等の一部改正について、資料に基づき説明があり、審議の結果、承認された。
	松浦理事から、消費税率の引き上げに伴う課税対象費用の改正に係る国立大学法人千葉大学における授業料その他の費用に関する規程の一部改正について、資料に基づき説明があり、審議の結果、承認された。
	中谷理事及び山田理事から、人事給与マネジメント改革に伴う千葉大学における新年俸制（案）について、資料に基づき説明があり、審議の結果、承認された。
	主な意見は以下のとおり。
	◎　もっと給与のレンジを広くしないと研究に自信のある人が年俸制を希望しないのでないか。
	○　優秀な教員を採るためには、給与を上げないと私立大学と競争ができないという部分もある。将来的には、基本給が高い教員が多くなってくる可能性はある。
	○　給与に回す経費が急には増えないので、Ｃの評価の方をある一定のパーセント出すことになる。そのマイナス面も考えないといけない。今までどおりやってきた方が年俸制になって給与が下がったら良い気持ちはしないだろう。そういったことが学生への教育に影響すると良くない。我々が外部資金をたくさん取って、優秀な教員にはインセンティブとしてどんどん出してメリハリをつけていきたいが、その財政基盤ができるまではこのようなあまり差のない形で走らせていただきたい。
	◎　例えば、海外の優秀な教員を千葉大学にスカウトする場合、このルールとは全く違う評価をするのか。
	○　違う評価をするのではないかと思う。今でも外国人教員はいるので、同じような評価項目で評価できるのであれば同じようにすると思う。
	◎　給与体系を改善するということは、教員が学生たちに情熱をもって教育をするという観点から非常に大事だと思う。学内における相対的な評価よりも、社会全体の中における評価による競争力のある給与体系の方が、教員たちもやる気になるし、優秀な教員がいれば学生もついてくる。それが結果的に千葉大学の総合力につながっていく。千葉大学の競争力の強化という観点から給与体系がどうあるべきかを考えてもらうとよいと思う。
	◎　将来はとがった人材にもっとインセンティブを設けるということであるが、一方で、例えば３年続けてＣで不良になった方とか、そういったパフォームしなかった人たちにはどのように対応するのか。
	○　こういうところを改善してくださいとか、あるいは科学研究費の申請をしっかりしてくださいとか、いろいろなこちらの要望をお伝えしながら、口うるさく部局長を中心に指導していくということしか現在は方法がないのではないかと考えている。解雇することはやはり難しい。
	○　公務員の時代の永久職としての流れがあって急には難しい。現行の年俸制では、業績が上がって学長に近い給与をもらう人も出てきている。そういう意味ではやる気が出るような給与体系になっている。
	山本副学長（病院長）から、大学教員における働き方改革への対応について、資料に基づき説明があり、意見交換を行った。
	主な意見は以下のとおり。
	◎　まず裁量労働制はやめるべきである。裁量労働制だからよいのではというのではなく、やはりやった時間は払わなくてはいけない。もう一つは、やはり生産性が悪いと思う。ＡＩなり、新しい機械なり、いろいろなことを利用して生産性を高める。医学部だけ見ると利益を出し始めている。その利益全部で人を雇えばいい。それで労働時間を楽にして、その間に生産性を高める。徹底したことをやらない限り、それから他と別のことをやらない限り、小手先だけでやったり、自分たちはこれだけ研究したといった古い概念にとらわれていたら絶対にできな...
	○　問題にしたかったのは研究時間を労働に入れるということである。例えばアメリカの教員は、給料はすべて教育の給料をもらっている。研究は自分で研究費を稼いで自由にやる。給料は出ない。いわゆる労働時間に加算されていない。そういう社会の人たちと日本のように教育、研究、診療の３つをやっている人たちが同じ土俵で、労働時間に上限を設けられてやったら勝てない。研究に対して何らかの例外を認めてもらわないといけない。教授になって部下と行う研究と、自分が何か新しいイノベーションを起こそうと思ってやる研究は全然違う。
	◎　大学病院は、外来を本当に大学病院でなければならない疾患だけにして医師の時間を設ける。収入は相当減ると思うが、そういうシミュレーションはやっているのか。
	○　外来に関しては、特に再来は減らすように指示している。退院後一回診たら地域にお返しするということは徹底している。
	◎　今、皆さんがお話しになっているのは臨床医学で、臨床医学をやっている人たちは、先ほどから診療、教育、研究の３つと言っているが、実際はそこに管理運営と社会的貢献が加わり、５つで評価されている。それを時間内にやれというのはそもそも無理なことである。臨床医学のいわゆる臨床研究、あるいは研究面で非常に凋落傾向が強い。基礎医学よりもはるかに臨床医学の方が凋落傾向が強い。そのことがすごく問題である。患者さんはみんな大学病院に来る。アメリカやイギリスであれば、必ず地方の開業医のところへ行って、それから紹介で上...
	○　今までお話ししたのは厚労省管轄の医師としての働き方である。一方で我々は、半分研究者で半分医者というハイブリッドな状態である。半分の医者の部分は今回の規定で決まって、これは守るし、生産性を上げるためにいかに診療を効率よくやって研究時間を捻出するかも病院長でできるところだが、一方でその半分、ハイブリッドの研究者としての時間管理というところは、病院だけの問題ではなくて、医学部でもあり、そして千葉大学全体でもある。臨床系の教員だけ特別扱いするのかということになって、それならば大学としてできるかというと...
	◎　オーストラリアでは研究者は大学のキャンパスにいつでもアクセスできる。例えば、半分自分の趣味のように土日でも大学に行って、もっと調べたいといったことは勤務として管理されない。
	○　アメリカなど海外では研究は労働時間に入れているのか。
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